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Snap Creator 構成ファイルの変数、パラメータ、
コマンド

変数、パラメータ、およびコマンドは、 Snap Creator 構成ファイル内で定義できます。

Snap Creator 構成ファイルは動的に生成されるため、構成ファイル内に変数を作成したり、設定したりでき
ます。

たとえば、 ONTAPI の代わりに SnapDrive for Windows を使用して Snapshot コピーを作成する場合などで
す。Snapshot コピー名は一意である必要があるため、動的な変数を設定する必要があります。次に、
SnapDrive for Windows の設定例を示します。

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CMD1= 「 c ： \Program Files/NetApp/SnapDrive/sdcli.exe 」 snap create -m

fx1b4 -s %SNAME - %SNAME - %SNAP_TYPE_%SNAP_TIME -D E ：

または

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CMD1= 「 c ： \Program Files/NetApp/SnapDrive/sdcli.exe 」 snap create -m

fx1b4 -s %SNAME - %snap_type_recent -D E ：

Snapshot コピーの削除に Data ONTAP ではなく SnapDrive for Windows を使用する場合は、
NTAP_SNAPSHOT_DELETE_CMDparameter を使用できます。SnapDrive for Windows コマンドでは、
Snapshot コピー名の代わりに %snapname パラメータを使用する必要があります。

次の例は、 SnapDrive for Windows の構成を示しています。

NTAP _ SNAPSHOT_DELETE_CMD01 = C ： \Program Files\NetApp\SnapManager \ snap\sdcli " snap delete

-s %snapname -D I ：

Snap Creator の変数およびパラメータの説明

Snap Creator には、基本構成に必要な変数とパラメータが組み込まれています。

変数（ variables ） 説明

%SNAP_TYPE Snap Creator の実行時に使用されます。保持ポリシ
ー（日単位、週単位、月単位）です。

%SNAP_TIME すべての Snapshot コピーに確実に一意の名前が割り
当てられるように、 Snapshot コピーの命名に使用さ
れるタイムスタンプ（ yyyymmddhhmmss ）。バッ
クアップレポートおよび Sybase トランザクションロ
グのネーミングにも使用されます。

% アクション Snap Creator の実行時に実行できる操作のリスト：
（ backup

cloneVol のようになります cloneLun のようになります
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変数（ variables ） 説明

アーチ リストア

backupDel バックアップリスト

cloneList の実行 pmsetup

OSSV ） %MSG

電子メールや Tivoli などの他のプログラムにエラーメ
ッセージを送信するために使用され、 SENDTRAP

関数でのみ使用できます。

%user_defined

次の表に、基本構成で使用される Snap Creator のパラメータを示します。

パラメータ 設定 説明

sname Snapshot コピーに固有な命名規則
を指定します。命名規則に基づい
て Snapshot コピーが削除されま
す。

SNAP_TIMESTAMP_ONLY Y N

「 Snapshot 命名規則」を「 Y 」
に設定した場合、 Snapshot コピー
名の末尾が「
YYYYMMDDHHMMSS 」になりま
す。N に設定すると、新規
Snapshot コピーの名前は変更さ
れ、末尾が YYYYMMDDHHMMSS

になります。

個のボリューム

Snapshot コピーを作成するプライ
マリストレージコントローラとボ
リュームをリスト表示します。次
に例を示します。

controller1:vol1,vol2

,vol3;

controller2:vol1;

controller3:vol2,vol3

volume_groups という 2 つのボリ
ュームグループ

vol_1 、 vol_2 、 vol_n
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複数のボリュームを 1 つのグルー
プに定義します。複数のボリュー
ムがカンマで区切ったリストとし
て指定されている例を次に示しま
す。

VOLUMES_01=filer1:vol

1,vol2,vol3;filer2:vo

l1

VOLUMES_02=filer1:vol

3,vol4

VOLUMES_03=filer2:vol

3,vol4

VOLUME_GROUPS=VOLUMES

_01,VOLUMES_02,VOLUME

S_03

volume_groups は、
バックアップ処理で
のみサポートされま
す。このパラメータ
を設定すると、
VOLUMES パラメー
タはバックアップ時
に無視されます。

NTAP_SNAPSHOT_

RETENTIONS を指定してください

特定のポリシーで保持する
Snapshot コピーの数を決定しま
す。例：

daily:7,weekly:4,mont

hly:1

NTAP_USERS
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ストレージ・システムと、対応す
るユーザ名およびパスワードを一
覧表示します。例：

controller1:joe/passw

ord1;

controller2:bob/passw

ord2;

controller3:ken/passw

ord3

パスワードは 2 文字
以上にする必要があ
ります。

NTAP_PWD_PROTECTION Y

N パスワード保護を有効または無効
にします。すべてのパスワード（
ストレージシステムとアプリケー
ションまたはプラグイン）を暗号
化し、暗号化されたパスワードを
構成ファイルに保存する必要があ
ります。

交通機関

HTTP HTTPS HTTP または HTTPS を使用してス
トレージコントローラに接続でき
ます。  注：  HTTPS では openssl-

devel ライブラリが必要となる場合
があります。

ポート ストレージコントローラが使用す
るポート番号を設定します。通常
は 80 と 443 に設定します

LOG_NUM Snap Creator が保持する .debug

レポートおよび .out レポートの数
を指定します

CONFIG_TYPE プラグイン 標準

設定タイプを指定します。プラグ
インと標準の 2 種類の設定があり
ます。複数のプラグイン構成を使
用すれば、休止および休止解除の
複雑なバックアップワークフロー
を構築できます。

CMODE_CLUSTER_USERS を使
用しています
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（ clustered Data ONTAP では必須
）プライマリおよびセカンダリの
clustered Data ONTAP クラスタ、
および対応するユーザ名とパスワ
ードをリスト表示します。例：

cluster1:joe/password

1;

cluster2:bob/password

2

パスワードは 2 文字
以上にする必要があ
ります。

CMODE_CLUSTER_NAME の形式
で指定します

（ clustered Data ONTAP では必須
）プライマリ clustered Data

ONTAP クラスタの名前を指定しま
す

CMODE_SNAPSHOT_FORM_DEL

ETE

Y

N clustered Data ONTAP の
Snapshot コピーポリシーに基づい
て削除する必要がある Snapshot コ
ピーが確実に削除されるようにし
ます。 Snapshot コピーにクローン
などの依存関係がある場合、
Snapshot コピーは削除されませ
ん。

LOG_TRACE_ENABLE の 2 つの
オプションがあります

Y N 無効な場合にすべてのイベントの
ロギングを有効または無効にしま
す。 Manage ONTAP 解決策
Result オブジェクトはログに記録
されません。

NTAP_TIMEOUT 秒 ストレージコントローラのすべて
の Manage ONTAP 解決策呼び出
しのタイムアウト値を設定しま
す。デフォルトは 60 秒です

大域構成を使用します Y N

グローバル設定を使用して値を格
納できます

連携アプリケーション

5



構成およびフェデレーテッドアプ
リケーションのプロファイル名
を、たとえば次のように設定して
一覧表示します。

databases@db2;databas

es@oracle

CMODE_SET を実行しています Y

N clustered Data ONTAP と Data

ONTAP 7-Mode のどちらの構成か
を定義します

allow_duplicate_SNAME

Y N （任意）重複する Snapshot 名を持
つ構成ファイルを作成する機能を
有効または無効にします。このパ
ラメータは、グローバル（スーパ
ーグローバルまたはプロファイル
グローバル）構成ファイルでは機
能しません。

SNAPCREATOR_MISSEDJOB_R

UN

Y N

Snap Creator エージェントのホストクライアントおよび Snap
Creator サーバを設定するためのパラメータ

Snap Creator エージェントのホストクライアントおよび Snap Creator サーバを設定す
るためのパラメータを理解しておく必要があります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_## ホスト名または IP_address ： port 1 つの構成を使用して、複数のリ
モートホスト上でコマンドまたは
タスクを同時に実行します。タス
クとは、定義済みのプラグイン（
APP_NAME パラメータ）または
_CMD コマンドで指定されたコマ
ンド（例：
NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CM

D01 ）です。

リモートホストを指定するには、
ホストの名前または IP アドレスの
あとにコロンを入力し、さらに
Snap Creator エージェントがリス
ンしているポートを入力する必要
があります。

たとえば、 SC_AGENT_NUMBER

= IP アドレス：ポート

SC_AGENT_01 = エージェント IP

：エージェントポート

SC_AGENT_02 = エージェント IP

：エージェントポート

リモートホスト上で Snap Creator

エージェントを起動するには、
<path to

scAgent_v<#>>/bin/scAgent start

コマンドを実行します。

SC_CLONE_TARGET クローンターゲットのホスト名ま
たは IP_address ： port

クローン処理を有効にします。
｛PRE/POST

｝_CLONE_CREATE_CMDxxパラ
メータを指定してパラメータ*

cloneVol *を使用して、リモートサ
イドでリモートストレージオブジ
ェクトを管理できます（ファイル
システムのマウントやアンマウン
トなど）。

クローンターゲットを指定するに
は、ホストの名前または IP アドレ
スのあとにコロンを入力し、さら
に Snap Creator エージェントのリ
スニングポートを入力する必要が
あります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_TIMEOUT 時間（秒） エージェントサービスのタイムア
ウトを秒単位で指定します。実装
されたクライアント / サーバアー
キテクチャは、タイムアウトメカ
ニズムを使用します。これは、指
定された間隔でクライアントが応
答しないと、サーバは失敗し、タ
イムアウトメッセージが表示され
ることを意味します。ただし、ク
ライアント上のタスクは中止され
ず、さらに調査が必要になりま
す。

デフォルトでは、タイムアウトは
300 秒に設定されています。負荷
の高いサーバや長時間実行されて
いるタスク（ユーザが作成したス
クリプトや複雑な SnapDrive 処理
など）があるサーバでは、タイム
アウトを延長し、要件に応じてこ
の値を変更する必要があります。

このパラメータには、処理の最大
所要時間を設定します（たとえ
ば、休止に 1 、 800 分かかる場合
は、このパラメータを 1800 に設定
する必要があります）。

一部のプラグインに
は、
SC_AGENT_TIMEO

UT 値について固有
の要件があります。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_ウォッチドッグ 有効
化

「 Y 」または「 N 」 SC_AGENT_watchdog_enable パ
ラメータは、 Snap Creator エージ
ェントのバージョンが 4.1 より前
の場合にのみ適用されます。この
パラメータは、 watchdog プロセ
スを有効または無効にしま
す。Snap Creator エージェント
4.1 以降では、 watchdog プロセス
が常に有効になっているため、こ
のパラメータは無視されます。パ
ラメータが有効（ Y に設定）で、
Snap Creator エージェントのバー
ジョンが 4.1 以降の場合、
watchdog プロセスは Snap Creator

エージェントが休止要求を受信し
た時点で開始されます。

watchdog プロセスは、
SC_AGENT_UNQUIESCE_TIMEO

UT パラメータをタイムアウトとし
て使用し、アプリケーションを休
止解除します。パラメータが無効
（つまり N に設定）で、 Snap

Creator エージェントのバージョン
が 4.1 より前の場合、 Watchdog

プロセスはアプリケーションの休
止を解除しますが、
scAgent/etc/agent.properties のパ
スから operation_timeout_in/msec

パラメータ（デフォルト： 1 時間
）を使用します。

SC_AGENT_watchd

og_enable パラメー
タは、 Snap Creator

エージェント 4.1 で
は廃止され、 Snap

Creator エージェン
ト 4.0 でのみ使用で
きます。Snap

Creator エージェン
ト 4.1 以降では、こ
のパラメータに設定
された値に関係な
く、 watchdog プロ
セスが有効になって
います（ハードコー
ドされているため
）。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_UNQUIESCE_TIMEO

UT
時間（秒） 休止解除のタイムアウトを秒単位

で指定します。Snap Creator エー
ジェント 4.1 より前のバージョン
では、このパラメータは、
SC_AGENT_watchdog_enable が
Y に設定されている場合にのみ使
用されますSnap Creator エージェ
ント 4.1 以降では、 Snap Creator

エージェントの watchdog プロセ
スが常にオンであるため、パラメ
ータは常に適用されます。 Snap

Creator エージェントとの通信が不
可能で、アプリケーションが休止
状態の場合、 Snap Creator エージ
ェントは、サーバと通信せずに、
アプリケーションを自動的に通常
モードの動作に戻します。デフォ
ルトでは、休止解除タイムアウト
は、 SC_AGENT_TIMEOUT パラ
メータの値、さらに 5 秒に設定さ
れています。

SC_TMP_DIR 「 Y 」または「 N 」 ユーザ定義の代替の一時ディレク
トリを使用して、 Snap Creator 関
連のファイルを格納できます。ユ
ーザがディレクトリを作成し、ユ
ーザアクセスを管理します。プラ
グインは、一時ファイルを使用し
てデータベースとやり取りしま
す。一時ファイルはホストのデフ
ォルトの temp ディレクトリ内に作
成され、すべてのユーザに書き込
みアクセスが許可されています。
一時ディレクトリがいっぱいの場
合、 Snap Creator は一時ファイル
の作成中にエラーを表示します。
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パラメータ 設定 説明

SC_AGENT_LOG_ENABLE 「 Y 」または「 N 」 Snap Creatorサーバによって実行
されるすべての処理のログ作成
をSnap Creatorエージェントに対
して有効にします。障害が発生し
た場合は、これらのログを確認で
きます。Snap Creatorサーバ
はSnap Creatorエージェントに処
理を送信します。Snap Creatorエ
ージェントがSnap Creatorサーバ
にコールバックを送信する前にエ
ラーが発生すると、Snap Creator

エージェントのメッセージが失わ
れる可能性があります。このパラ
メータは、Snap Creatorエージェ
ントのメッセージをSnap Creator

エージェントに記録するのに役立
ちます。これにより、これらのメ
ッセージが失われることはありま
せん。

vFiler ユニットおよびインターフェイスに接続するためのパラ
メータ

Snap Creator サーバを vFiler ユニットおよびインターフェイスに接続するには、いくつ
かのパラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

vFiler vFiler ユニットとそのホスティング
ストレージシステムまたはボリュ
ームをリスト表示します。例：
vFiler1@controller1 ： vol1 、 vol2

、 vol3 ； vFiler2@controller2 ：
vol1 ； vFiler3@controller3 ： vol2

、 vol3 注： HTTPS は vFiler ユニ
ットでサポートされていません。

MANAGEMENT _ インターフェイ
ス

通信に使用されるプライマリスト
レージコントローラとその管理イ
ンターフェイスを表示します。例
： MANAGEMENT_INTERFACES

=controller1 ： controller1-mgmt ；
controller2 ： controller2-mgmt
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パラメータ 設定 説明

secondary_interfaces プライマリストレージコントロー
ラまたは vFiler ユニット、および
SnapVault 関係と SnapMirror 関係
のセカンダリインターフェイスの
ソースまたはデスティネーション
を一覧表示します。例：
controller1 ： controller1-

source/controller2-destination

このセカンダリイン
ターフェイスを使用
するには、
SnapVault 関係と
SnapMirror 関係が設
定されている必要が
あります。Snap

Creator では、
SnapMirror 関係と
SnapVault 関係の管
理は行われません。

プロキシを使用（ _proxy ） Y N

ストレージコントローラに直接で
はなく Active IQ Unified Manager

サーバのプロキシを通して API 呼
び出しを実行できるようにしま
す。このオプションを使用する場
合、 NTAP_USERS は必要ありま
せん。

allow_ip_addr Y

クローニング処理をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバのクローニング処理をセットアップするには、いくつかのパラメー
タが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_CLONE_RESERVE の提供 なし ファイル。

ボリューム クローニングされたボリュームの
スペースギャランティを指定しま
す。

NTAP_CLONE_reservation を実行
する必要があります
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パラメータ 設定 説明

正しいです いいえ true に設定すると、 cloneLun アク
ションが選択されている場合、ク
ローニングされた LUN 用にスペー
スがリザーブされます。それ以外
の場合、スペースはリザーブされ
ません。

NTAP_CLONE_IGROUP_MAP の
場合

ストレージシステム、ソースボリ
ューム、 igroup を指定します。次
に、この igroup が、ボリュームク
ローンに存在するソースボリュー
ムまたはクローン LUN （「
controller1 ： src_volume1/igroup1

、 src_volume2/igroup1 、
src_volume3/igroup1 、 controller2

： src_volume1/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume2/igroup2 、
src_volume3/igroup2 ）にあるクロ
ーニングされた LUN にマッピング
されます。* 注： *

• LUN クローンの名前では、親
のボリュームまたは LUN の名
前のあとに、 _CLONE を付け
ます。つまり、ボリューム名が
myvol の場合、クローン名は
myvol_CLONE になります。

• ボリュームクローン名は、 cl_

で始まり、
-YYYYMMDDHHMMSS で終わ
ります。

NTAP_CLONE_IGROUP_BACKUP Y N

有効にすると、クローン（ボリュ
ームと LUN ）が作成され、他の処
理が完了したあとで削除されま
す。有効にしないと、処理が完了
する前にクローンが削除されま
す。* 注：クローンをテープにバッ
クアップする場合は、 Y に設定し
てくださいデータベースを更新す
る場合は、 N に設定します

NTAP_CLONE_SECONDARY を使
用します

Y
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パラメータ 設定 説明

N 有効にすると、 SnapMirror 更新の
完了後に、 SnapMirror デスティネ
ーション上でクローンが作成され
ます。* 注：この設定は、
NTAP_SNAPMIRROR_USE_SNA

PSHOT 、
NTAP_SNAPMIRROR_WAIT 、
NTAP_CLONE_SECONDARY_VO

LUMES 、 cloneVol アクションと
併用する必要があります。

NTAP_CLONE_SECONDARY_VO

LUMES

この設定により、プライマリまた
はセカンダリストレージシステム
とセカンダリボリュームをマッピ
ングします。Snap Creator がセカ
ンダリボリュームを検出できるよ
うにするには、この手順が必要で
す（例： controller1 ： controller1-

sec/vol1/vol1 ； controller1 ：
controller1-sec/vol2 ）。

NTAP_NUM_vol_CLones の値です

保持するボリュームクローンの数
を指定します。これは、 Snapshot

コピーの保持ポリシーと同様に機
能します。* 注： * FlexClone ライ
センスが必要なボリュームクロー
ンでのみ使用できます。

NTAP_NFS_EXPORT_HOST

ホスト IP クローンのエクスポート先である
ホスト名または IP アドレスです。
これは、 NFS を使用してクローン
ボリュームをマウントするホスト
です。

NTAP_NFS_EXPORT_ACCESS の
設定が可能です

ルート 読み書き可能です 読み取り専用です
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パラメータ 設定 説明

NTAP_NFS_EXPORT_HOST で指
定するホストに対して、クローン
ボリュームへのアクセスまたは権
限が提供されます。

• ルート

root アクセスが許可されます。

• 読み取り専用です

読み取り専用アクセスが許可さ
れます。

• 読み書き可能です

読み取り / 書き込みアクセスが
許可されています。

NTAP_NFS_EXPORT_PERSISTE

NT
正しいです

いいえ NFS エクスポートを維持するかど
うかを指定します。true を選択す
ると、クローンボリュームがエク
スポートされ、ストレージコント
ローラ上の /etc/exports にあるファ
イルが更新されます。

NTAP_DFM_EXPORT_ENABLE の
設定

Y N CIFS を使用してクローンボリュー
ムを共有するかどうかを設定しま
す。

イベント管理をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバのイベント管理を設定するには、いくつかのパラメータが必要で
す。

パラメータ 設定 説明

NTAP_ASUP_ERROR_ENABLE

の設定を変更します
「 Y 」または「 N 」 有効化 Snap Creator のエラーメッ

セージを表示し、ストレージコン
トローラ上の AutoSupport メッセ
ージも記録します。Snap Creator

は、バックアップの開始時および
完了時に、常に情報 AutoSupport

メッセージを作成します。
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パラメータ 設定 説明

FAILUT_MSG Snap Creator の障害時に定義され
た障害メッセージをログに記録し
ます。SENDTRAP が定義されてい
る場合は、このエラーメッセージ
を SENDTRAP に送信することも
できます。

SENDTRAP 監視ソフトウェアや E メールと連
携して、 Snap Creator で生成され
たアラートを自身の監視インフラ
に渡すことができます。Snap

Creator から送信されるメッセージ
は、 %MSG 変数で表されま
す。UNIX システムでは、以下の例
のように E メールを送信できま
す。 SENDTRAP=/usr/bin/mailx -s

%MSG

myaddress@mydomain.com

</dev/null

Windows システムで電子メールを
送信するには、コマンドの前に「
cmd.exe /c 」を追加する必要があ
ります。例： SENDTRAP=

cmd.exe /c echo %how

success トラップ 監視ソフトウェアや E メールと連
携して、 Snap Creator で生成され
た成功メッセージを自身の監視イ
ンフラに渡すことができま
す。Snap Creator の成功メッセー
ジは、 %SUCCESS_MSG 変数で
表されます。UNIX システムでは、
以下の例のように E メールを送信
できます。
SUCCESS_TRAP=/usr/bin/mailx -s

%SUCCESS_MSG

myaddress@mydomain.com

</dev/null

Windows システムで電子メールを
送信するには、コマンドの前に「
cmd.exe /c 」を追加する必要があ
ります。例： SUCCESS_TRAP=

cmd.exe /c echo %Hello
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パラメータ 設定 説明

SUCCESS_MSG Snap Creator のバックアップが成
功すると、定義されたメッセージ
がログに記録されます。このメッ
セージは、 SUCCESS_TRAP が定
義されている場合は
SUCCESS_TRAP にも送信されま
す。 SENDTRAP が定義されてい
る場合は、 SENDTRAP にも送信
されます。

Operations Manager コンソールをセットアップするためのパ
ラメータ

Operations Manager コンソールをセットアップするには、いくつかのパラメータを指定
する必要があります。

パラメータ 設定 説明

OM_HOST Operations Manager コンソールホ
ストの名前または IP アドレス。

OM_USER イベントの作成権限を持つ、
Operations Manager コンソールユ
ーザのユーザ名。

OM_PWD Operations Manager コンソールユ
ーザのパスワード。* 注： * パスワ
ードは 2 文字以上にする必要があ
ります。

OM_PORT Operations Manager コンソールと
の通信に使用するポート。
Operations Manager コンソール
は、デフォルトの http ポートとし
て 8088 、デフォルトの https ポー
トとして 8488 を使用します。

om_event_generate Y N

OSSV を設定するパラメータ

Open Systems SnapVault （ OSSV ）を設定するには、いくつかのパラメータが必要で
す。

17



パラメータ 設定 説明

NTAP_OSSV_enable の設定 Y N

OSSV 統合を有効化このパラメー
タは、 NTAP_OSSV_HOMEDIR パ
ラメータと組み合わせて使用する
必要があります。OSSV は、 Snap

Creator を実行するホスト上にも必
要です。OSSV では、ポリシー保
持ロジックは、定義済みの Snap

Creator ポリシーのみに基づいてポ
リシーを処理します。ポリシーオ
ブジェクトはサポートされませ
ん。

OSSV パラメータを
有効にした場合、パ
スはボリュームとし
て指定されま
す。Windows で
OSSV のパスを指定
する場合は、コロン
（ : ）は使用しない
でください。たとえ
ば、パスが E ： \DB

の場合は、 E\DB の
ように指定する必要
があります。

NTAP_OSSV_HOMEDIR に設定し
ます

/usr/snapvault

OSSV ホームディレクトリのパス
を設定します（ /usr/snapvault ）。

NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT Y

N NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT_C

REATE_CMD パラメータを設定す
る必要があります。このパラメー
タを使用すると、 Open System ま
たはファイルシステムのコマンド
を使用してファイルシステムの
Snapshot コピーを作成できます。
ファイルシステムの Snapshot コピ
ーが、 SnapVault を使用してスト
レージシステムに転送されます。

NTAP_OSSV_FS_SNAPSHOT_C

REATE_CMD

SnapMirror をセットアップするためのパラメータ

Snap Creator サーバ用の SnapMirror をセットアップするには、いくつかのパラメータ
が必要です。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPMIRROR_UPDATE 「 Y 」または「 N 」 SnapMirror の更新機能をオンまた
はオフにすることができます。

NTAP_SNAPMIRROR_Cascading

_update がサポートされます
「 Y 」または「 N 」 カスケード SnapMirror の更新機能

をオンまたはオフにすることがで
きます。これは、 SnapVault デス
ティネーションボリュームを使用
した SnapMirror 更新です。

これは clustered

Data ONTAP ではサ
ポートされていませ
ん。

SNAPMIRROR_VOLUMES SnapMirror 更新を実行するソース
ストレージシステムおよびボリュ
ームのリストを指定します（例：
controller1 ： vol1 、 vol2 、 vol3

； controller2 ： vol1 ； controller3

： vol2 、 vol3 ）。* 注： *

VMware プラグイン（ vSphere お
よび vCloud ）の場合、値は auto

： detect に設定してください。

snapmirror_cascading_volumes SnapVault デスティネーションス
トレージシステムおよびボリュー
ムのリストを指定します。
SnapVault 更新後に SnapMirror 更
新を実行するボリューム（ sec-

controller1 ： vol1-sec 、 vol2 sec

など）。ソースボリュームに複数
のデスティネーションがある場
合、カスケードレプリケーション
ではこのオプションはサポートさ
れません。

これは clustered

Data ONTAP ではサ
ポートされていませ
ん。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPMIRROR_WAIT SnapMirror デスティネーションで
クローンを作成する前に、
SnapMirror 更新プロセスが完了す
るまでの待機時間（分）を指定し
ます。
NTAP_CLONE_SECONDARY を Y

に設定すると、 SnapMirror 更新が
完了するまで Snap Creator は待機
してから処理を続行します。

この設定を利用でき
るのは、
NTAP_CLONE_SEC

ONDARY と
cloneVol アクション
を併用する場合のみ
です（現時点ではボ
リュームクローンの
みがサポート対象
）。

NTAP_SNAPMIRROR_USE_SNA

PSHOT
「 Y 」または「 N 」 このパラメータを enabled にする

と、新しく作成した Snapshot コピ
ーが SnapMirror 更新に使用され、
SnapMirror デスティネーション上
に Snapshot コピーが作成されま
す。* 注： SnapMirror デスティネ
ーション上でクローンを作成する
には Snapshot コピーが必要なた
め、 NTAP_CLONE_SECONDARY

を使用する場合はこの設定が必要
になります。

NTAP_SNAPMIRROR_MAX_transf

er
SnapMirror で使用できる最大帯域
幅（ KBps ）を指定します。この
パラメータを設定しないと、
SnapMirror は使用可能な最大帯域
幅を使用します。
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パラメータ 設定 説明

snapmirror_qtree_include SnapMirror 更新に含めるプライマ
リストレージコントローラと qtree

パスのリストを指定します（例：
controller1 ： /vol/qtree/qtree1 、
/vol/volume/qtree2 ； controller2 ：
/vol/volume/qtree1 ）。このオプシ
ョンを使用しない場合は、ボリュ
ーム下のすべての qtree がバック
アップされます。このオプション
を使用してリストを指定すると、
リストされている qtree のみがバ
ックアップされます。残りの qtree

は無視されます。

Snapshot コピーのセットアップ用パラメータ

Snap Creator サーバの Snapshot コピーのセットアップには、いくつかの構成ファイル
パラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_retention_age

の設定になります
Snapshot コピーの保持期間（日数
）を定義できます。設定すると、
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS

パラメータで定義された数を超
え、指定した保持期間（日数）よ
りも古い Snapshot コピーのみが削
除されます。

SnapDrive 「 Y 」または「 N 」 Data ONTAP API の代わりに
SnapDrive を使用して、 Snapshot

コピーを作成できます。

snaps_discovery の応答に表示され 「 Y 」または「 N 」 ストレージ検出に SnapDrive を使
用できます。SAN 環境または
iSAN 環境では、
VALIDATE_VOLUMES パラメータ
を使用する場合は必須です。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_DISABLE_DIS

ABLE の設定です
「 Y 」または「 N 」 Snap Creator による Snapshot コ

ピーの作成を無効にします。これ
により、 Snap Creator で
SnapManager または SnapMirror

for SnapVault を処理できるように
なります。この設定を機能させる
には、 SnapManager Snapshot コ
ピーが、 snapshot_copy_name-

policy_recent という命名規則に従
う必要があります。

NTAP_SNAPSHOT_NODELETE 「 Y 」または「 N 」 このパラメータは
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS

パラメータよりも優先され、
Snapshot コピーが削除されなくな
ります。この変数を有効にする
と、ボリュームがいっぱいになる
可能性があります。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_CM

D
Snapshot の保持数に基づいて、
Snap Creator ではなく SnapDrive

経由で Snapshot を削除します。 *

注：この SnapDrive コマンドで
Snapshot の削除に使用されるすべ
てのボリューム（マウントドライ
ブ）も構成ファイルに含める必要
があります。

NTAP_SNAPSHOT_DELETE_by_

PY_ENCY_ONLY
プライマリ セカンダリ

両方 N 古い Snapshot コピーの削除を有効
にします。このパラメータを使用
するには、
NTAP_SNAPSHOT_retention_age

パラメータを指定する必要があ
り、 Snapshot コピーの数ではな
く、 Snapshot コピーの保持期間に
基づいて強制的に削除します。

NTAP_SNAPSHOT_DEPENDENC

Y_IGNORE
「 Y 」または「 N 」 backupDel アクションによる

Snapshot コピーの削除にのみ適用
されます。依存関係のある
Snapshot コピーは、手動で削除で
きません。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPSHOT_CREATE_CM

D## の場合
Snapshot コピーを作成し、ファイ
ルシステムのバッファをフラッシ
ュします。 ## は 1 ～ 99 の数値で
す。* 注：この設定は、 SnapDrive

パラメータを有効にする場合に必
要です。Data ONTAP API を使用
してもまだ他のすべての処理を実
行できますが、 SnapDrive オプシ
ョンを使用すると Snapshot コピー
が作成されます。

NTAP_META_SNAPSHOT_CREA

TE_CMD##
メタデータボリュームの Snapshot

コピーを作成し、ファイルシステ
ムのバッファをフラッシュしま
す。 ## は 1 ～ 99 の数値です。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_

SNAPSHOT
「 Y 」または「 N 」 整合グループを使用して、複数の

ボリューム間で整合性のある
Snapshot コピーを作成できるよう
にします。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_

SNAPSHOT_RETRY_COUNT
障害発生時に整合グループ
Snapshot を再試行する回数を指定
します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_

SNAPSHOT_RETRY_WAIT
時間（秒） 整合グループ Snapshot の再試行が

毎回発生するまでの待機時間を指
定します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_

TIMEOUT
（緊急 中

リーラ XD ） ストレージコントローラが整合性
を確保しながら Snapshot コピーを
グループ化するのを待機する時間
を指定します。

NTAP_CONSISTENCY_GROUP_

wafl_sync

「 Y 」または「 N 」 cg-start の前に wafl 同期を通じて
整合ポイント（ CP ）を強制し、
整合グループの Snapshot コピーの
パフォーマンスを改善します。* 注
： DB2 プラグインを使用して整合
グループのバックアップを実行す
る場合は、このパラメータを「 N

」に設定する必要があります。

NTAP_SNAPSHOT_RESTORE_A

UTO_DETECT に設定されていま
す
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パラメータ 設定 説明

「 Y 」または「 N 」 無効にすると、単一ファイルのリ
ストアを実行する場合に、常に
Single File SnapRestore （ SFSR

）が強制的に実行されます。

NTAP_SNAPSHOT_cleanup の設
定になります

「 Y 」または「 N 」 バックアップの失敗時に作成され
た Snapshot コピーを削除します。

NTAP_USE_EXTERNAL_SNAPSH

OT

「 Y 」または「 N 」 非 Snap Creator の Snapshot コピ
ーのインポートを有効にします。
最新の Snapshot コピーが一致しま
す。

NTAP_EXTERNAL_SNAPSHOT_

REGEX の設定

SnapVault をセットアップするためのパラメータ

SnapVault をセットアップするには、いくつかのパラメータが必要です。

パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPVAULT

_UPDATE
（はい / いいえ） SnapVault 更新機能をオンまたはオフにすることがで

きます。

NTAP_allow_MIRR

OVAULT_AS_MIRR

OR

（はい / いいえ） mirror-vault保護ポリシータイプをSnapVault また
はSnapMirrorとして使用できます。（デフォルト）N

：SnapVault のmirror-vault保護ポリシータイプを有効
にします。y：SnapMirrorのmirror-vault保護ポリシー
タイプを有効にします。
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パラメータ 設定 説明

SnapVault ボリュー
ム

SnapVault の更新を実行するソースストレージシステ
ムおよびボリュームを表示します（例： controller1

： vol1 、 vol2 、 vol3 ； controller2 ： vol1 ；
controller3 ： vol2 、 vol3 ）。

• SnapVault および SnapMirror の更新が機能する
には、関係が存在している必要があります。

Snap Creator では、これらの関係の作成は行われ
ません。

• SnapMirror 関係や SnapVault 関係で使用するホ
スト名は、 VOLUMES 、
SNAPMIRROR_VOLUMES 、
SNAPVAL_VOLUMES の各オプションで指定した
名前と同じにする必要があります。また、 Snap

Creator を実行するホストが、対象のホスト名を
解決できる必要があります。

• vSphere または vCloud の場合は、値を auto ：
detect に設定します。

• ホスト名は FQDN ではなく、短縮形のホスト名
（ストレージコントローラのコマンドプロンプト
で表示される名前）を使用する必要があります。

SnapVault_qtree_in

clude
SnapVault 更新に含める必要のある、ソースストレー
ジシステムと qtree パスを一覧表示します。このオプ
ションを指定しない場合、関係が設定されていれ
ば、ボリュームに含まれるすべての qtree が
SnapVault によって保存されます。次の例のように列
挙した qtree は SnapVault によって保存され、残りは
SnapVault で無視されます。 controller1 ：
/vol/qtree/qtree1 、 /vol/volume/qtree2 ； controller2

： /vol/volume/qtree1

NTAP_SNAPVAULT

_RETENTIONS の
設定

指定したポリシーに対して保持する SnapVault セカ
ンダリ上の Snapshot コピーの数を決定します（例：
daily ： 21 、 weekly ： 12 、 monthly ： 3 ）。

NTAP_SNAPVAULT

_retention_age
SnapVault Snapshot コピーの保持期間（日数）を定
義できます。設定すると、
NTAP_SNAPVAULT_RETENTIONS の定義数を超
え、指定した保持期間（日数）よりも古い SnapVault

Snapshot コピーのみが削除されます。
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パラメータ 設定 説明

NTAP_SNAPVAULT

_SNAPSHOT
（はい / いいえ） SnapVault Snapshot コピーの使用を有効にします。

Snapshot コピーとは、ストレージコントローラの
SnapVault スケジューラと互換性のある Snapshot コ
ピーです。このオプションを使用すると、 Snapshot

コピーの削除は、 Snap Creator ではなくストレージ
コントローラによって処理されます。さらに、
Snapshot コピーは、 sv_<POLICY>.<##> のような
名前になります。ポリシー名は
NTAP_SNAPSHOT_RETENTIONS パラメータで規定
され、保持設定がストレージコントローラの
SnapVault スケジュールにも適用されます。

NTAP_SNAPVAULT

_NODELETE
（はい / いいえ） NTAP_SNAPVAULT_RETENTIONS が無視され、

Snapshot コピーが削除されなくなります。オン原因
のままにしておくと、ボリュームのスペースが使い
果たされる可能性があります。

NTAP_SNAPVAULT

_RESTORE_WAIT
（はい / いいえ） SnapVault のリストアの場合に、処理が完了するまで

Snap Creator を強制的に待機させます。これは、
SnapVault のリストアが完了すると、プライマリスト
レージ上に作成された不要なリストア Snapshot コピ
ーを削除するよう、 Snap Creator からメッセージが
表示されるため推奨されます。

NTAP_SNAPVAULT

_WAIT
SnapVault セカンダリ上に Snapshot コピーを作成す
る前に、 SnapVault 更新プロセスが完了するまでの
待機時間（分）。

NTAP_SNAPVAULT

_MAX_transfer の設
定を行います

SnapVault で使用できる最大帯域幅（kbps）。この値
を設定しないと、SnapVault は利用可能な帯域幅を最
大限使用します。

NetApp Management Console のデータ保護機能を設定するた
めのパラメータ

NetApp Management Console のデータ保護機能を設定するには、いくつかのパラメー
タを設定する必要があります。

パラメータ 設定 説明

NTAP_PM_UPDATE の場合 Y N
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パラメータ 設定 説明

NetApp Management Console デー
タ保護機能の更新をオンまたはオ
フにして、 Snap Creator の
Snapshot コピーを NetApp

Management Console データ保護
機能に登録できます。* 注：
NTAP_PM_UPDATE が有効な場合
は、 NTAP_DFM_DATA_SET の設
定が必要です。

NTAP_DFM_DATA_SET の設定

ストレージシステムと NetApp

Management Console のデータ保
護機能のデータセットをボリュー
ム相関に一覧表示します。
controller1 ： Dataset1/vol1 、 vol2

、 controller1 ： dataset2/vol3

NTAP_PM_run_backup の設定が可
能です

Y

N NetApp Management Console デー
タ保護機能のバックアップを開始
し、進捗状況とステータスを確認
し、完了するまで待機します。

NTAP_DFM_SNAPSHOT_FORMA

T の設定

APP コマンド

次の表に、アプリケーション（ APP ）コマンドを示します。

コマンドを実行します 説明

APP_CLE_CLONE _ROOT_Up_CMD## これは、データベースのクローン作成後に実行され
るスクリプトまたはコマンドです。 ## は、 01 ～ 99

の範囲の数値です。SAP システムで、 SAP ライセン
スのインストール、データベーステーブルの調整、
コンテンツの削除や更新、アプリケーションの起動
など、アプリケーション固有のフォローアップアク
ティビティを実行する際に利用できます。

APP _ QUIESCE _ CMD ## これは、アプリケーションをバックアップモードに
するスクリプトまたはコマンドです。 ## は、 01 ～
99 の範囲の数値です。 * 注： * この名前は、
SnapCreator で内部的に処理されるため、
APP_NAME を使用する場合は無視されます。

APP_UNQUIESCE _ CMD## の場合 これは、アプリケーションのバックアップモードを
解除するスクリプトまたはコマンドです。 ## は、
01~99 の数字が入ります。* 注： * APP_NAME を使
用している場合は、 SnapCreator で内部的に処理さ
れるため、この設定が無視されます。
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コマンドを実行します 説明

ARCH_CMD## このコマンドはデータベースのアーカイブを処理し
ます。他のスクリプトを実行するラッパーとしても
使用できます。 ## は 01 ～ 99 の数値です。

mount コマンドおよび unmount コマンドを使用します

クローニングを実行するときは、 Snap Creator の PRE コマンドまたは POST コマンド
ではなく、 MOUNT_CMD コマンドと UMOUNT_CMD コマンドを使用してください。

コマンドを実行します 説明

MOUNT_CMD## mount コマンドを使用して、クローニングまたはマ
ウント処理用にファイルシステムをマウントしま
す。 ## は、 01~99 の数字が入ります。

UMOUNT_CMD## unmount コマンドを使用して、クローニングまたは
マウント処理用にファイルシステムをマウントしま
す。 ## は、 01~99 の数字が入ります。

PRE コマンド

Snap Creator サーバには、複数の構成ファイルの PRE コマンドが含まれています。

Windows の場合 '`cmd.exe /c` は PRE コマンドの前に含める必要があります

コマンドを実行します 説明

PRE_APP_QUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの開始前に実行す
る PRE コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。

NTAP_DFM_CMD## より前のコード Snapshot の前に実行する PRE コマンドです。 ##

は、 01~99 の数字が入ります。すべての処理の前に
実行されます。

PRE _ APP _ UNQUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの停止前に実行す
る PRE コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。
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コマンドを実行します 説明

NTAP_CLONE_DELETE_CMD## より前の PRE コマ
ンドです

これはクローニング前削除前のコマンドです。 ##

は、 01~99 の数字が入ります。* 注： * clone delete

コマンドは、（おそらくはテープへの）バックアッ
プを実行するためにクローニングされた LUN をマウ
ントできるよう、マウントスクリプトまたはマウン
トコマンドを呼び出す目的で使用されます。

PRE_EXIT_CMD### これは、致命的なエラーの発生後、 Snap Creator を
終了する前に実行されるオプションのコマンドで
す。これは、 Snap Creator の実行前の状態に戻す場
合に役立ちます。 * 注： *

• このコマンドを実行すると、エラーで Snap

Creator が終了する前に、アプリケーションが通
常運用モードに戻ります。

• APP_NAME を使用している場合は、
SnapCreator で内部的に処理されるため、この設
定が無視されます。

PRE_RESTORE _CMD## これは、対話型のリストアを開始する前に実行でき
るオプションのコマンドです。これにより、リスト
アされるアプリケーションとの通信が可能になりま
す。たとえば、リストアを実行する前にアプリケー
ションをシャットダウンできます。* 注： * MySQL

プラグインではサポートされていません。

PRE_CLONE _CREATE_CMD## このコマンドはオプションで、 ONTAPI クローニン
グ処理が実行される前に実行できます。 ## は、
01~99 の数字が入ります。

POST コマンド

Snap Creator サーバには、複数の構成ファイルの POST コマンドが用意されています。

コマンドを実行します 説明

POST_APP_QUIESCECMD## アプリケーションのバックアップの開始後に実行す
る POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入
ります。

NTAP_DFM_CMD## 後 POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入り
ます。すべての処理の完了後に実行されます。

POST_APP_UNQUIESCE _ CMD## アプリケーションのバックアップの停止後に実行す
る POST コマンドです。 ## は、 01~99 の数字が入
ります。
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コマンドを実行します 説明

NTAP_NTAP_DFM_DATA_transfer_CMD## で送信し
ます

これは、 SnapVault または SnapMirror の転送後に実
行されるデータ転送後のコマンドです。 ## は、
01~99 の数字が入ります。

Post_restore_CMD## これは、対話型のリストアが完了したあとに実行で
きるオプションのコマンドです。このコマンドを使
用すると、リストア対象のアプリケーションと相互
に通信できます。リストアの完了後、アプリケーシ
ョンの起動が必要になる場合があります。* 注： *

MySQL プラグインではサポートされていません。

POST_CLONE _CREATE_CMD## このコマンドはオプションで、 ONTAPI クローニン
グ処理が発生したあとに実行できます。 ## は、
01~99 の数字が入ります。このコマンドを使用し
て、クローニングされたファイルシステムのマウン
トなどの処理を実行できます。
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